
会 議 録 

会議の名称 令和７年度第１回虹色学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和７年５月 19 日（月）開会 9:00 閉会 11:00  

開催場所 つくば市立研究学園小学校 小会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

野尻 敏弘、槇 幸子、実川 菜穂 

三田部 勇、仲村 健、川村 靖子 

島田 由美子、二木 重光 

研究学園中学校：校長 板谷 亜由美、教頭 岸 ゆう子、

教務 落合 里美 

研究学園小学校：校長 渡部 哲、教頭 川島 真由美 

教務 土田 剛士 

その他  

事務局 教育局生涯学習推進課 参事：山口 健次 

教育局生涯学習推進課 社会教育主事 村上 和宏 

教育局生涯学習推進課 地域連携教育指導員 酒井 和宏  

公開・非公開の別 □公開 □非公開 ☑一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

つくば市情報公開条例第５条第１号（個人情報）に該当する

情報を取り扱うため 

議題 防災教育について 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 任命書の交付及び委嘱状の交付 

３ 説明事項 

つくば市コミュニティ・スクールについて 

４ 会長・副会長の選出 

５ 協議 

（１）学園の基本方針と各校のグランドデザインについて 

（２）予算計画について 

  （３）熟議 テーマ「防災教育について」 



６ 授業参観（小学校・中学校９:40∼10:20） 

７ その他 

  コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について 

８ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

川島委員：令和７年度第１回虹色学園コミュニティ・スクール協議会を開会する。

会議を進行するにあたり書記を虹色学園の槇さんにお願いしたい。→承認 

 

２ 任命書の交付及び委嘱状の交付 

岸委員：任命書、委嘱状については机上に配布、名前を御確認いただきたい。 

任期は今年度末まで、守秘義務等の責務がある。 

 

～委員自己紹介～ 

 

３ 説明事項 

事務局：つくば市コミュニティ・スクールについて（※つくば市地域学校協働活

動ハンドブック参照）学習支援が必要であることから、つくば未来塾のチラシ配

布。グランドデザイン、学校運営に関して、教職員の任用など、学校評価などに

ついて皆さんと熟議していく。昨年度までは推進会議、今年度から協議会となる。

守秘義務となる話合いもあるので今後注意して欲しい。虹色学園のＣＳコーディ

ネーターは野尻、槇、実川に担ってもらう。活動に繋げるために、何回かの打ち

合わせをしてもらうことで、実際の活動の実現に結びついていくので御協力をお

願いしたい。新しい地域として繋がりが課題。子供たちが地域に愛情を返すサイ

クル作りも大切。 

 

４ 会長・副会長の選出 

岸委員：昨年度、座長の三田部委員、副座長・中川西委員の代わりに入った仲村

委員にそれぞれ会長、副会長をお願いしたい。委員→承認 

 

５ 協議 

（１）学園の基本方針とグランドデザインについて 

板谷委員：昨年度の指摘により、反映しさらに分かりやすく変更。施設隣接型、

小中学校の環境を生かし、イベントや活動を取り入れることでより豊かな教育活

動を送ることができるようにしていきたい。学年の枠を超えた交流行事を取り入

れ、より充実した学校生活を目指していきたい。（※学園要覧参照） 

渡部委員：異学年との交流を取り入れて活動している。上位学年にとっての自己

有用感の育成、下位学年にとってのキャリア育成を進めている。交流を深めさら

に充実した学校生活を目指している。 



三田部会長：昨年度の話合いを元に御意見や質問をお願いしたい。 

野尻委員：学校として悩んでいること、学校が抱える問題や課題などを教えて欲

しい。 

板谷委員：小規模校のため先生の人数が足りない。部活動顧問など必要なところ

に人が足りていないので部活動指導員を市に要望し補えるようにしていきたい。

土日の地域展開を少しずつ進めていきたいが、なかなか思うように進んでいな

い。 

渡部委員：登下校について心配。突発的な行事や、在籍の子供に対して支援して

いただける人がいたら有難い。 

三田部会長：他に意見は。 

野尻委員：他の学校に比べて虹色学園ＣＳの特徴的動きは何なのか。市主催のＣ

Ｓ情報交換会では、学校や先生の働き方について比較的によくやっている。との

意見をもらった。虹色学園を参考にしたいと話があった。先生たちにアンケート

を実施し、先生たちが困っていることをＱ＆Ａにし保護者に展開しようとしてい

る。先生たちが抱えている課題が大きい。働き方改革の一環として先生への支援

をしている。 

野尻委員：地域との繋がりがないので地域代表として、島田さんと二木さんに参

加してもらった。子供たちに保護者と学校以外の地域イベント活動に参加しても

らうことで社会性を育んでもらえる機会を得ることができている。 

島田委員：今後も地域と学校の関係を徐々に築き上げていければいい。 

板谷委員：さくらまつりについては、吹奏楽部とのコラボ。生徒たちのボランテ

ィアなどで活躍する場があってよかった。 

野尻委員：二木さんにＳＮＳでイベントの発信をしてもらった。今後もお願いし

ていきたい。 

二木委員：３月に実施したさくらまつりのボランティア参加アンケートでは、中

学生を対象とした際の個人情報の取り扱いに特に注意が必要だと感じた。 

 

三田部会長：個人情報の取り扱いについてはどのようになっているのか？ 

板谷委員：同意書などあれば保護者から許可をもらう。 

三田部会長：グランドデザインについて今後も意見をいただけると有難い。委員

→承認。 

 

 （２）予算計画について 

川島委員：イベント保険 5,000 円弱×２使用する予定。 

野尻委員：転用可のような補足の言葉の追加があるといい。 

 

 （３）熟議 テーマ「防災教育について」 

実川委員：11 月ころ開催予定。研究学園の児童生徒及び保護者、地域の方にも参

加してもらう予定。今年度より始め、今後３カ年を目安に継続していく活動にし

ていきたい。 

土田委員：防災についてグループで話合いをお願い。 



～10 分～ 

（以下、各グループの話合いの概要の報告） 

仲村副会長：自分たちの地域が本当に困ることは何なのかを考え備えること。実

際に災害が起こった場合、どのように動くのか。地域住民と接点がない。役割分

担が分からない。などの課題が挙がった。地域でキャンプなどをすることで楽し

みながら、知り合いを作っていく機会を得るのもいい例ではないか。 

落合委員：対象人数により規模の大きさが変わる。想定される災害により体験す

ることが変わる。要確認が必要である。体験型の方がより子供たちの学びの幅が

広がるので良い。被災したら誰がどのような状況になるのか？小学校（防災手帳、

防災バック）、中学校（防災マップ、避難所設営ゲーム）の学習をしているので

活用していけるといい。被災について伝え続けることや振り返りが大事。いろい

ろなブースで体験できるといい。 

土田委員：体験型が子供たちにはいい経験になる。オール電化やトイレなど自動

化が進んでいる現在、物が使えなくなる体験はいいことではないか？やるべきこ

とをどのように地域に発信していくか。子供たちが授業参観で発表していること

をさらに地域に伝える。ブースを設けることで、防災の意識を高めることが必要。

災害が少ない地域だからこそ、体験を取り入れることが重要である。 

土田委員：防災に関して実川さんと企画、準備を進めていく。 

 

６ 授業参観（小学校・中学校 9:40∼10:20） 

 

７ その他 

三田部会長：次回の開催予定について 

岸委員：第２回は小学校で令和７年 11 月 25 日（火）14：00、第３回は中学校で

令和８年２月９日（月）9:00 の予定。 

岸委員：・次回の会議前に防災のイベントが入る。話合いができるツールが必要。 

    ・研修会の開催のお知らせ（詳しくは事務局の村上に問合せ）。 

８ 閉会 

本日の会議の様子や写真はつくば市教育委員会ホームページ掲載予定。 

 



令和７年度第１回虹色学園コミュニティ・スクール協議会 

日時：令和７年５月 19 日（月）               

９:00～ 

場所：研究学園小学校 会議室 

 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 任命書の交付及び委嘱状の交付 

 

３ 説明事項 

  つくば市のコミュニティ・スクールについて 

 

４ 会長・副会長の選出 

 

５ 協  議 

(1) 学校運営の基本方針と各校のグランドデザインについて 

(2) 予算計画について 

(3) 熟議 テーマ「防災教育について」 

６ 授業参観 

 

７ その他 

  コミュニティ・スクールについて協議会の今後の予定について 

 

８ 閉  会 

   



番号 委嘱の区分 氏　名 所属・役職

1 （1）地域住民 仲村　健

2 （2）児童・生徒の保護者 佐久間　健 サポーターズ代表

3 （2）児童・生徒の保護者 山関　重人 サポーターズ副代表

4 （３）地域学校協働活動推進員 野尻　敏弘 サポーターズ副代表

5 （３）地域学校協働活動推進員 槇　幸子 サポーターズ副代表

6 （３）地域学校協働活動推進員 実川　菜穂 サポーターズ

7 （４）学識経験者 三田部　勇 筑波大学

8 （５）各学校長 板谷　亜由美 中学校校長

9 （５）各学校長 渡部　哲 小学校校長

10 （6）教職員 岸　ゆう子 中学校教頭

11 （6）教職員 川島　真由美 小学校教頭

12 （6）教職員 落合　里美 中学校教務主任

13 （6）教職員 土田　剛士 小学校教務主任

14 (7)関係行政機関の職員 川村　靖子 児童クラブ長

15 （1）地域住民 島田　由美子

16 （1）地域住民 二木　重光

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

令和７年度 虹色学園コミュニティ・スクール協議会
（第１回：５月19日 月曜日）
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学 年 男 子 女 子 合 計

1年生 33 37 70
2年生 35 41 76
3年生 54 52 106
4年生 46 40 86
5年生 43 37 80
6年生 40 52 92
7年生 34 23 57
8年生 29 23 52
9年生 17 22 39
合 計 331 327 658

職  名 人 数

校 長 2

教 頭 2

教務主任 2

教 諭 35
講 師(非常勤薦節含 ) 5

養護教諭 2

事務職員 2

学機管理員 2

ALT 2

特別童援教育支援員 6

理科支援員 1

学校司書 2

学校サポーター 4
スクールカウンセラー 1

スクールツーシャリレワーカー 1

スクールサポートスタッフ 1

学校生活相談員 2

校内フリースクール支援員 4

合計 76



虹色学園(研究学園中学校)グランドデザイン2025
茨城県軟育日報
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O保護者ポランティアを生かす学l交重営の推進
O環境整備に対する役割含担および綺奈化

O時間外業務¬調 月あたり45時間隊内のl醜
O働きむでいを高めるワークライフ/｀ランスの推進

O外吾F人柑の活用、楡 勘 のの充実

(教科等紳 ,ヽ・ 探究的な学伏 キャリア教育 等)

O地域との連携・協働め促注

特別支援教育の充実 安赴・安全な学校づくり 教員研1多の充実
(澪薯の状態や特憧琴に氏 した騨 上の配慮の充実

Oイ ンクルーシブ卿 の雑逮と― 員による指導体

“

llの 充実

①危機の未蒸防止およひ服書♂)初卿対庵方法てアテ日寵的

アップデートと造切な逓周

O穏社の槻津を取り入れた支援体制の強立と、

鑑 削 の積極的な活用

○キャリアステージに基づいた教職員翻鵬幼幡性化

〇高め合 う集弱組績風主の濁離 と機をll最適オ翻体の

推進



虹色学園(研究学園小学校)グランドデザイン2025
茨城県教育目標

ひとりひとりの能力を開発し
豊かな人間性をつちかう

じょうStな身体をつくり
たくましtヽ鳶を峯う

郷上を愛し
協力し合)むを育てる

つくば市の日線

畠皇魏怒魂蘇晶器閣
できる学

自己実現できる学校

みんなで支え合い、みんなが
生き生とした学校

O児童生徒が今の幸せを実感できる教育活動を実践する。

O児童生徒が将来、自立して幸せな人生を送るための力を有む。

【教育

【学園教育日標】
みんなの幸せを大切にし、自ら考え行動できる児童生徒の育成

く子どもたちの『自立」と『幸せJを 目指す>

目指す学四像
O子 どもも保護者も教職員も幸せを感じら

れる学園
・学びたくなる学園

・子どもが自らつくる学園

目指す児童生徒像

○研 研究・探完に主体的に取り組む
児童生徒

○が 学校の仲間の幸せを大切にする
児童生徒

○くくじけず、自立して学校生活を送る
児童生徒

目指す教師像
○人間性豊かで高い使命感のある教師

○子どもの多様性を理解し、一人ひとり

に愛情をもって寄り添える教師
○明るく前向きで、尊敬しあい

協働のできる教師

【漁日常目標】
O主体的・対話的で探究的な学びの実現

O非諷矢口能力を育成し社会的自立を目指す教育活動の推進

O働き方改革の推進と信頼関係構築によるみんなの幸せの実現

働き方改革の推進と信頼関係構築

によるみんなの幸せの実現

主体的・対話的で

探究的な学びの実現

井記矢口能力と社会的自立を

目指す教育活動の推進

○主体的な学びを促進するための

「指示か ら問いかけ」への転換

○ワクワクが連続する学びのデザイン

○単元のゴールの姿に向けた単元構

成の工夫

○自分の問いを立て、探 り、新たな問
いへ とつながる学びの工夫

01人 I台端末の創造的活用

○授業 と家庭学習の連続的学びの確立

○デジタルの皮さも生かしたリアルな体

験活動の重視

○感性を磨く芸術活動の重視

○遊び・生活科・スタイル科と連携した感

性の涵養

○ルールメイキングの推進・充実

○当事者意識を育むキャリア教育の充実

○たくましく生きるためのl建康や体力の

育成

○安鳶と信頼にあしS、 れ、高め合う学級、

集団づくり

○試行錯誤と挑戦が賞賛される集団づ

くり

○多様性を尊重した白治活動の充実

○温かい学級経営と校内フリースクール

の充実による安全安′はな居場所づくり

○インクルーシブを意識した多様な他者
と関わる学びの充実

○働きやすさと働きがいの両立

【数値 目標 (80%以上)】

○自分の考えや意見が大事にされている。

O自 分なりの目標を持っている。

O体カテストAttB(45%)

【数値 目標 (80%以上)】

○学校が楽しいと思う。

○自分には「よい」と思えるところがある。

○働きがいがあり働きやすい。

【数値目標 (30%以上)】

Oなせk という気持ちをもって学んでいる。

○端末を工夫して白在に使う。

○仲間と協力しながら学んでいる。

を生か した小中一貫教育の充実・推進

○ハー ド面 型小中一貫校 を生か した 一体化による効果的な学校経営
○児童生徒の日常的な交流による、より多様な他者 との関わ りを生か した多様性 と包授性を兼ね備える学びの推進

○教職員の富な連携 と協働による、連続的および系統的な児童生徒の学びや育ちの伴走

コミュニティスクールとしての学校運営体制の創造と地域・保護者の支援体制の充実

○学校、 地域が目標を共有し協働しながら子どもたちを支える組織の確立に向けたコミュニティスクール協議会のリーダーシップの発揮

※コミュニティスクール :協議会を設置し、教育目標を共有したうえで、子どもたちを学校、家庭、地域で支える学校

○研学サポーターズをオスタとした地域学校協働活動の充実による子どもたちの充実感・達成感の涵養および地域にオR差す市民性の育成

※研学サポーターズ :「できる人が、できる時に、できるることを」をモットーに子どもたちの成長と学校教育を支える保護者組織

○子どもの自立と
=せ

を家庭から支えるための家庭教育の充実と学校との協働意識の醸成

ICTを 最大FRを 活用した教育の創造 働 き方改革の推進 保幼小連携の充実

○主体的・対話的て深究的な学びにIC「を活用すること

による個別最適で協働的な学びのバージョンアップ

○教育とAIを融合させた創造的な学びの実現に向

けた職員研修の充実と教育資源の発掘、活用

①保護者ホランテイアを生かす学校運営の推進

○環境整備に対する役割分担およ輔 素化

○時間外業務時間月あたり45時間以内の徹底

○働きがいを高めるワークライフバランスの推進

○接続ブログラ

カの育成

る切れ目のない資質・能

O交流活動や相互参観の充実による遊びから学びへの

円
'骨

な飾

特別支援教育の充実 安′は ,安全な学校づくり 教員研修の充実

○障害の状態や特性等にAじた指導上の配慮の充実

○インケアルーシ〕本制の推進と全教職員による指導体

制の充実

○危機の未然防止および最善の物期対応方法の日常的

アップデートと適切な運用

○ネ酎止の視点を取り入れた支援体制の確立と、

颯 妥引ハ/の駆 的な,舌用

Oキ ャリアステージに基づいた教職員研修の滑性化

O高め合う集団組織風土の涵養と個別最適な研修の

子留う雄皇


